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※「人生会議（ACP）」に関する手引き、パンフレットなどは、各区健康長寿課（東区は地域支
えあい課）で配布しているほか、市ホームページからダウンロードすることもできます
※健康長寿課の電話番号は３㌻左上記事内

　市は、高齢者などが住み慣れた地域で生き生き自分らしく暮らし
続けるための支援の一つとして、生活機能の改善に向けて、専門職
が短期かつ集中的に関わるサービスを提供しています。
問地域包括ケア推進課（電504-2648、Ｆ504-2136）

専門的サポートでフレイル対策

短期集中型サービスをご存じですか

最
近、「転びやすくなった」
「体重が減った」「お茶や
汁物でむせることが多く

なった」と感じることはありませ
んか。早めに気付いて対策をとる
ことが大切です。いつまでも自分
が望む生活や社会活動ができるよ
う短期集中型サービスを利用し
て、運動器の機能や栄養状態、口

こうくう

腔

名称 内容
短期集中予防支
援訪問サービス

リハビリ専門職や管理栄養士が自宅を訪問し、日常
生活動作や生活機能の向上に向けた相談・支援を
行います（おおむね2週間に1回、利用期間3カ月間）

短期集中運動型
デイサービス

デイサービスセンターなどで専門職が運動器の機
能向上プログラムを提供し、筋力アップを図りま
す（週１～2回、利用期間3カ月間）

短期集中通所口
腔ケアサービス

歯科医院で、歯科医師や歯科衛生士が個々に適し
た口腔機能向上プログラム（口腔ケア、トレーニン
グ、お口のマッサージな　

　ど）を提供します（おおむね2
週間に1回、全7回）

■　短期集中型サービスの種類

■　短期集中型サービスの利用の流れ

以前のように、大好きな囲碁に
通えるようになりました！

report

　腰の痛みのため、一日のほとんどを家
でテレビを見て過ごしていたのですが、
地域包括支援センターの黒瀬さんと相談
し、「また囲碁に通う」という目標を立て、
週1回の運動を頑張ってみよう、と長かっ
た潜伏期間から脱出しました（笑）。
　デイサービスでは、足や腕に重りを付け

た筋力アップ体操やエアロバイクなどに取り組みました。
スタッフの皆さんの温かい声掛けや、私と同じように頑張っ
ている他の利用者さんの姿がとても刺激になりました。目
標だった囲碁サークルに通い、自転車にも乗れるように
なったので、サービスを
卒業しました。地域のい
きいき百歳体操（右写真）
で知り合いに再会した時
はうれしかったですよ。
今は、転ばないよう気を
付けて生活しています。

西村広孝さん
（85・東区）

　西村さんの「囲碁に行きた
い」という思いを共有し、目
標達成できるよう筋力アッ
プに取り組んでいきました。
　毎回1週間を振り返り、でき
るようになったことやできな
かったことを確認し、西村さん
の目標を実現するために必要な運動メニューを調
整しました。卒業後も運動が継続できるよう、地域
包括支援センターから地域のいきいき百歳体操
のグループを紹介されたので、体操をアレンジし
て続けやすい内容になるよう工夫しました。
　サービスを利用されるにつれて自信がつ
き、「もう少し運動量を増やそうかな」と自ら
ステップアップに向けて努力されたことで、
囲碁などができるようになって生き生きされ
ている西村さんの姿を見れてうれしいです。
これからも地域の仲間と運動を続けて元気に
過ごしてくださいね。

理学療法士
佐々木昭彦さん

≪地域包括支援センターから≫

　西村さんは、地域の囲
碁会に参加している方か
ら「心配な人がいる」と紹
介いただいた方でした。
お話を伺うと、以前は囲
碁サークルなどに通われ
ていましたが、腰の手術
後、一日のほとんどを家の

中で過ごしているとのことでした。運動によって
生活機能が改善する可能性があると考え、短期
集中運動型デイサービスの利用を勧めました。
　サービス終了後、元気になられ、自分らしい
生活を取り戻せて本当に良かったと感じまし
た。これからも囲碁や体操を続けていただき
たいです。サービスが終了しても困ったとき
はいつでもご相談くださいね。
　また、元気になりたいという思いはあるけれ
ど、「年だから」と諦めておられる方は地域包括
支援センターにご相談いただきたいと思います。

牛田・早稲田地域包括
支援センター（東区）
黒瀬将

まさ し

司センター長

≪事業所のリハビリ専門職から≫

目標をもって取り
組みます

【対象者】65歳以上で、次のいずれか
に当てはまる人
●地域包括支援センターなどで行
う生活機能に関するチェックリスト
の結果、生活機能の低下が見られる人
●介護保険の要支援認定を受けて
いる人（要支援１・２）

（お口）機能の向上に専門職と一緒
に取り組みませんか。

※治療を目的と
したサービスで
はありません
※他の介護保険
サービスなどを
利用している場
合、併用して利用
できない場合が
あります
※利用料金は、原
則自己負担です

年齢を重ねるにつれ
て体や心の機能（働
き）が低下し、要介護
に陥る危険性が高
まっている虚弱な状
態（フレイル）

フレイルは予防・
改善できます

地域包括支援セン
ターへ相談

専門職から、自分に
合ったアドバイスなど
を受けながら、自分で
決めた目標の達成に向
けて3カ月間運動など
に取り組む（口腔ケア
サービスは全7回）

短期集中型サービス
での取り組みをセル
フケアとして続けて
いくことで、住み慣
れた地域で生き生き
とした暮らしや趣味
の活動などを継続

★短期集中型サービスの利用については、お住まいの地区を担当する地域包括支援センターまたは担当ケアマネジャーにご相談ください

話
し
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例
）

１ あなたが大切にしたいこと（希望
や思い）を考えてみましょう ２

あなたが信頼できる人について考えて
みましょう　※あなたに代わって意思
を伝えてくれる人（代理人）を選んで
おきましょう

４
話し合いの結果をあなた、信頼
できる人（代理人な　

　ど）、医療・ケ
アチームで共有しましょう

３ 家族など信頼できる人や医療・ケア
チームなどと話し合いましょう

心身の状態に応じて意思は変化することがあるため、繰り返し考え、話し合いましょう

誰
でも、命に関わる大
きな病気やケガな
どにより、突然、自分

の希望や思いを伝えること
ができなくなる可能性があ
ります。自分の意思を伝えら

れなくなる場合に備えて、前
もって、家族や医療・介護の
専門職に伝えておくことは
とても大事なことです。「人
生会議」を始めるのに、早過
ぎるということはありませ

ん。これからの人生をより豊
かに、自分らしく生きられる
よう、自分が希望する医療や
ケアについて、普段から周囲
の信頼する人たちと話し合
い、共有しておきましょう。

　「人生会議（ACP：アドバンス・ケア・プランニング）」とは、もしものときのため
に、自分が望む医療やケアについて前もって考え、その希望や思いについて、家族
や医療・介護の専門職など信頼できる人と繰り返し話し合い、共有する取り組み
のことです。
問地域包括ケア推進課（電504-2648、F504-2136)

最後まで自分らしく生きるために

「人生会議」してみませんか

人生会議を実践する上では、医
療・ケアチームが、本人や家族
に治療やケアの方針決定の判
断材料を提供することや、思い
を丁寧に引き出し、共有し、実
際の治療やケアに反映させる
ことが大切です。

「人生会議」に取り組む医療・ケアチームの声

「豊かな人生を送るために、人
生会議を始めませんか」と市
民の方々に研修会などを通じ
て働きかけています。希望や
思いを共有する人生会議の大
切さを知ってもらえるよう、
今後も取り組んでいきます。

安芸市民病院
松浦将浩医師

古田地域包括支援センター（西区）
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音センター長人生会議（ACP） 検索市HP


